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「川」という言葉から. どんなイメージを浮べま
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河
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り，川遊び，川べりでの草花つみ，昆虫採集など自

然、に親しむ場を提供してくれるなど，憩の場所とし

てもわたしたちの生活には欠かせないようになりま

した。

しかし， 川の水が汚染され魚の姿をみる ことので

きなくなった 川一一一。この、母なる 川� H を汚すこと

は，すなわちわたしたちの生活自体を汚すことにも

つながるのです。� 

4月は� r河川美化月間」です� J生活の川 H であり

や憩いの川かでもある河川を大切にしましょう。

'80 

4明


すか。

満々と水をたたえ裕然と流れる川， また最近では， 町民のうご
世帯数� 1，950 男ともすれば汚れてきたない川を想像されるかも知れ
人口�  8，174 女� 

昭和55年 3月1日現在 ヨ圃
川は，大量の雨水を安全に流下させて水害を防ぐ

ことはもとより ，飲料水，農業用水として，普から

I11 ，計り知れない恩恵を受けてきました。そして，魚つ
."
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全
国
町
村
会
長
か
ら
表
彰


県
下
で

一
か
所 

v V

o 

*方 i去 神式と仏式 	
V V V V V

ぉぷ予� 

二
月
二
十
日
、
徳
島
県
町
村
会
の

定
期
総
会
に
お
い
て
、
全
国
町
村
会

長
か
ら
県
下
回
十
六
町
村
の
う
ち
勝

浦
町
と
木
沢
村
の
二
か
町
村
が
優
良

町
村
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
農
業
、
社
会
福
祉
、

教
育
な
ど
の
薗
で
他
の
町
村
に
さ
き

が
け
て
実
施
し
て
い
る
事
業
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
以
下
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
み
ま
す
と
、

農
業
面
で
は

昭
和
五
十
二
年
に
農
村
モ
デ
ル
事

業
に
着
手
し
て
以
来
、
ほ
場
、
排
水

牒
道
、
集
落
道
、
集
落
排
水
、
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
農
村
公
園
、
集
落

防
災
安
全
な
ど
の
基
盤
盤
備
事
業
を

行
い
、
農
業
の
近

代
化
を
図
る
た
め

総
事
業
費
十
五
億

三
千
万
円
を
か
け

五
十
八
年
完
了
に

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
四
十
六

年
に
県
営
畑
地
帯

総
合
土
地
改
良
事

業
に
着
手
し
、
基

幹
産
業
で
あ
る
み

か
ん
国
五
百
三
十

三
九し
に
対
す
る
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に

よ
る
多
目
的
利
用

の
た
め
の
施
設
を

は
じ
め
農
道
網
の

整
備
に
よ
り
、
内
股

業
の
振
興
と
発
展

の
た
め
に
総
事
業

費
四
十
八
億
七
千

四
百
万
円
を
か
け

¥J 

優
良
町
村
に

五
十
八
年
に
完
成
す
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

社
会
福
祉
函
で
は

町
民
の
福
祉
充
実
を
図
る
た
め
、

老
人
医
療
の
無
料
化
、
母
子
福
祉
年

金
制
度
や
心
身
障
害
年
金
、
交
通
遺

児
扶
養
手
当
制
度
を
そ
れ
ぞ
れ
創
立

し
、
町
の
単
独
事
業
と
し
て
は
、
い

ず
れ
も
県
下
に
さ
き
が
け
て
実
施
し

て
い
る
。
消
防
体
制
に
つ
い
て
も
、

消
防
詰
所
の
建
設
、
消
防
自
動
車
の

購
入
な
ど
計
画
的
に
そ
の
充
実
と
強

化
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
福
祉
で
は
保
育
に
欠

け
る
児
童
の
完
全
収
容
の
た
め
保
育

所
の
改
築
と
施
設
の
充
実
を
図
り
、

更
に
老
人
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
は
、

老
人
憩
い
の
家
の
新
築
を
は
じ
め
、

家
庭
奉
仕
員
の
充
実
を
図
り
そ
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

同
和
対
策
事
業
は
、
地
方
改
善
施

設
監
備
事
業
と
成
業
基
盤
盤
備
事
業

に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
経
済
力
の

培
養
、
環
境
の
繋
備
を
行
い
住
民
の

生
活
安
定
、
福
祉
向
上
に
努
め
て
い

る
。教

育
面
で
は

小
学
校
三
校
、
中
学
校

一
校
で
あ

る
が
、
校
舎
の
改
築
、
教
材
、
体
育

施
設
の
充
実
に
努
め
、
情
操
笠
か
な

戦没者慰霊祭

戦没者慰霊祭を次のとおり執

行しますので，遺族のかたはお

繰り合わせご出席ください。

*日時 	  4月15日(刈

午前10時から

*場 	 所� 住民福祉センタ-

3階ホール

人
間
性
あ
る
心
を
育
て
る
学
校
教
育

に
努
め
て
い
る
。

に
努
め
て
い
る
。

以
上
の
内
容
で
今
回
表
彰
さ
れ
た

社
会
教
育
は
、
各
種
社
会
教
育
団

わ
け
て
す
。
こ
れ
か
ら
も 

8

地
方
の

体
の
育
成
、
社
会
総
合
大
学
を
開
催

時
代
。
に
ふ
さ
わ
し
い
、
住
み
よ
く

す
る
な
ど
総
合
的
な
し
よ
う
が
い
教

明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
み

育
を
推
進
す
る
一
方
差
別
の
な
い
人

な
さ
ん
と
と
も
に
町
政
を
推
進
し
た

間
教
育
を
目
指
し
、
そ
の
差
別
解
消

い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

旧
横
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

跡
地
公
売
の
お
知
ら
せ

町
内
の
在
住
者
を
対
象
に
持
ち
家

十
区
画

対
策
の

一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り

一

。
売
却
条
件 

般
競
争
入
札
で
公
売
い
た
し
ま
す
。

土
地
の
用
途
は
宅
地
と
す
る
。 

ご
希
望
の
か
た
は
、
四
月
十
五
日
ま

二
年
以
内
に
住
宅
を
建
設
す
る

で
に
役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み

こ
介
、 

く
だ
さ
い
。

五
年
以
内
は
他
へ
の
転
売
は
認

。
申
込
み
要
領	 

め
な
い
。 

町
役
場
備
え
付
け
の
申
込
み
用

一
人

一
区
画
と
す
る
。

紙
に
よ
る
こ
と	 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
対
象
処
分
区
画
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全国町村会長から表彰県下で二か所
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昭和55年 4月 1日

六
十
歳
代
�
 (四
百
五
人
)
小
学

以
上
の
老
人
で
七
百
五
十
九
人
。
二

位
に
幼
児
の
五
百
四
人
が
続
き
、
以

下、 す
と
、
死
亡
者
の
ト
ッ
プ
は
七
十
歳

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
訳
を
見
ま

人
の
歩
行
者
が
車
に
ハ
ネ
ら
れ
て
亡

昨
年
一
年
間
で
実
に
二
千
九
百

一

っ
き
り
と
�
 証
言
。
し
て
い
ま
す

士え士ま京て�  

土手元て蚕宮� 
E

会えまE雪言 孟忌

三数℃れ五ぇ 『固F

は
歩
行
者
|
|
と
く
に
子
供
と
老
人

で
あ
る
こ
と
を
警
察
庁
の
数
字
が
は

の
中
で
の
弱
者

H

。
く
る
ま
社
会
�
 

い
文
句
に
寄
付
を

自
宅
の
近
く
が
危
険
地
帯

な
く
、
昭
和
四
十
六
年
以
来
「
九
年

連
続
減
少
」
と
い
う
快
記
録
を
マ
ー

ク
し
ま
し
た
が
、
死
者
の
う
ち
、
お

よ
そ
二
人
に
一
人
が
歩
行
者
か
自
転

車
利
用
者
で
す
。
〈
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
の
ほ
ど
を
�
 

募
る
グ
ル
ー
プ
が

昭
和
五
十
四
年

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為

交
通
事
故
発
生
状
況

の
う
ち
、
政
治
資

〈
小
松
島
署
管
内
〉

金
規
正
法
に
基
づ

く
届
け
出
団
体
の

場
合
、
募
金
活
動

は
違
法
で
あ
り
ま

せ
ん
が
、
通
常
の

募
金
活
動
に
は

公
安
委
員
会
の
許

可
が
必
要
で
す
。

物
口
聞
を
販
売
す
る

場
合
で
も
売
り
方

に
脅
迫
的
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
り
、

断
っ
た
の
に
、
座

り
込
む
な
ど
し
て

す
み
や
か
に
立
ち

去
ら
な
い
と
き
な

ど
は
。
迷
惑
防
止

生
�
 (百
七
十
四
人
)
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
弱
肉
強
食
」
と
い
う
砂
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
徒
。
は
、
交
通
戦
争
の
中
に

も
生
き
て
い
る
ー
ー
と
い
っ
て
は
言

い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

子
供
の
場
合
、
ど
ん
な
と
き
に
悲

惨
な
交
通
事
故
が
起
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
笹
山
常
庁
の
追
跡
調
査
に
よ
り

ma 

ま
す
と
、
自
宅
近
く
の
事
故
が
最
も

aE a
az-

多
く
、
と
く
に
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル

以
内
で
ひ
ん
発
し
て
い
ま
す
。

や
運
転
者
は
、
こ
の
こ
と
を
十

#

z
-
a
.
R

E

こ
う
し
た
傾
向
は
幼
児
ほ
ど
強
く
、

小
学
校
で
は
下
校
時
か
、
学
校
か
ら

-

・
-e-

淘，
唾

，
�
 

・'

--
祖
虚
司
置
ヨ
�
 

.. 

・・
�
 

g

帰
っ
て
一
、
二
時
間
後
に
い
ち
ば
ん

多
く
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

r

、"・

子
供
は
ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
り
ま
す
と
、
ま
わ
り
の
も
の
が
自

に
入
ら
な
く
な
り
、
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
車
道
に
と
び
出
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
子
供
は
大
人
と
違
っ
て
、

そ
の
と
き
ど
き
の
気
分
で
行
動
す
る

特
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん

に
該
当
し

ま
す
。 H

条
例寄

付
な
ど
の
た

め
に
路
上
で
頼
ま

れ
た
り
、
家
へ
来

た
と
き
は
相
手
の

身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
、
連
絡

先
を
聞
い
て
メ
モ

を
し
て
お
く
な
ど
、

納
得
し
て
か
ら
行

う
よ
う
に
し
ま
し

b
・6

、〆寸
。

わ
き
ま
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。
�
 

E
n
--a渇
�
 

ez 

2aヨ
a-ez
，

「
曜
日
別
に
見
て
も
、
土
、
日
曜

の
事
故
発
生
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

一
一
砲
の
解
放
感
が
事
故
に
結
び
つ
く

強
引
な
寄
付

ね
だ
り
に
ご
注
意
�
 
/

最
近
「
ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
済
」
や

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
警
察

で
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

「身
障
者
に
援
助
を
」
な
と
を
う
た

件� 
40 
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フ
ラ
ン
ス
の
概
要

フ
ラ
ン
ス
は
、
国
土
の
六
十
軒
が


平
坦
地
で
あ
る
。
残
り
の
四
十
が
れ
の


う
ち
十 
1
十
こ
が
れ
て
牧
草
や
野
菜
が


生
産
さ
れ
て
お
り
、
あ
と
は
山
岳
で


あ
る
。
パ
リ
の
空
港
か
ら
市
街
に
伸


び
て
い
る
道
の
右
に
羽
田
空
港
の
広


き
の
「
ラ
ン
ジ
ス 

青
果
市
場
」
が


あ
り
、
こ
こ
で
は
世
界
中
の
青
果
物


が
集
散
さ
れ
て
い
る
。


M
4

フ
ラ
ン
ス
に
は
ニ
つ
の
面
が
あ
る

こ
の
国
は
、
パ
リ
対
地
方
と
い
う

対
立
が
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

フ
ラ
ン
ス
編

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の

権
力
が
集
中
し
高
度
に
都
市
化
・
近

代
化
さ
れ
た
パ
リ
と
本
質
的
に
農
業

国
で
あ
り
の
ん
び
り
し
た
田
舎
と
い

う
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
生
活

フ
ラ
ン
ス
人
が
最
も
大
切
に
す
る

も
の
に
は
、
一
つ
に
自
由
が
あ
る
。

国
家
の
自
由
、
個
人
の
自
由
が
そ
れ

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
伝
統
的
に

自
由
主
義
を
大
切
に
す
る
風
土
を
も

っ
て
い
る
。
ま
た
陸
上
交
通
は
、
平

坦
な
地
理
条
件
に
恵
ま
れ
、
高
速
道

¥J 

路
な
ど
も
よ
く
整
備
さ
れ

て
お
り
、
自
動
車
に
よ
る

旅
行
も
快
適
で
あ
る
。
そ

し
て
パ
リ
は
、
地
下
鉄
が

発
達
し
て
お
り
、
単

一
料

金
で
全
線
利
用
で
き
る
。

人
口
は
パ
リ
に
集
中

フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
、
九
九
八
万

人
で
あ
る
が
、
パ
リ
に
は
五
分
の
一

の
約
二

二 

万
人
が
住
ん
で
い
る
。

こ
の
パ
リ
在
住
者
は
、
バ
カ
ン
ス
期

(
七
月
下
旬
か
ら
九
月
ま
で
)
に
約

四
十
八
七
の
人
々
が
山
岳
地
帯
、
燦

山
村
、
海
辺
に
家
族
を
あ
げ
て
移
動

す
る
と
い
う
。
そ
れ
が
燦
山
村
の
維

O

持
あ
る
い
は
環
境
整
備
、
さ
ら
に
民


宿
の
増
加
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
そ


し
て
、
山
村
地
域
内
に
都
市
生
活
者


の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
造
成
の
動
き
も


活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。


フ
ラ
ン
ス
人
の
休
暇
の
利
用
は
、

家
族
全
員
の
休
暇
移
動
で
あ
る
の
に

加
え
て
長
期
滞
留
型
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
施
設
も
そ
れ
に
対
応
す
る
も

の
が
必
要
で
あ
り
、
施
設
も
環
境
も

耐
震
う
わ
け
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
は
、

一 、

移
動
も
車
を
用
い
、
短
期
多
見
、
多

経
験
の
青

・
少
年
層
が
多
い
。
こ
の

差
と
旅
行
、
休
暇
の
質
が
日
本
の
山

村
の
関
係
施
策
に
も
施
設
経
営
に
も

反
映
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

都
市
と
農
山
村
の
所
得

フ
ラ
ン
ス
に
は
、
西
ド
イ
ツ
の
よ

う
な
中
核
都
市
は
少
な
い
。
前
に
述

べ
た
よ
う
に
パ
リ
に
は
人
口
の
五
分

の
一
が
集
中
し
て
お
り
、
パ
リ
と
比

較
す
る
と
焼
山
村
の
所
得
に
は
大
き

な
格
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン

ス
は
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
平
坦
地
が

多
く
、
淡
産
品
種
も
多
様
で
、
過
去

の
た
く
わ
え
も
多
く
持
っ
て
い
る
よ

う
に
恩
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
西
ド

イ
ツ
に
比
べ
て
兼
業
率
も
低
い
と
い

う
。
単
純
再
生
産
を
可
能
に
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

、、

山
村
対
策

平
坦
地
が
多
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

日
本
の
よ
う
な
純
山
村
の
数
は
少
な

い
。
従
っ
て
、
山
村
対
象
の
施
策
も

重
要
度
を
占
め
て
い
な
い
。
農
業
も

他
の
産
業
と
同
様
の
経
済
行
為
だ
か

ら
、
特
別
の
助
成
援
助
策
を
と
る
よ

り
も
一
般
的
な
社
会
政
策
、
福
祉
施

策
と
し
て
必
要
な
対
策
を
施
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
経

済
成
長
過
程
で
と
ら
れ
た
よ
う
に
、

幾
業
人
口
を
他
産
業
に
吸
収
す
る
手

段
と
同
軌
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

農
業
生
産
と
生
活

フ
ラ
ン
ス
の
農
家
で
は
、
大
半
が

牛
乳
と
肉
牛
を
生
産
し
て
お
り
、
出

稼
ぎ
は
少
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
の
視
聴
率
は
西
ド
イ
ツ
よ
り
高

い
。
物
価
は
、
肉
を
は
じ
め
生
鮮
食

品
は
安
い
。

一
例
だ
が
、
牛
の
ヒ
レ

肉
の
上
等
が
一
銭
三
千
円 

四
千
円

以
内
だ
と
い
う
。
日
本
で
は
、
約
六

千
円
、
約
二
分
の
一
程
度
で
あ
る
が

衣
料
品
は
日
本
の
約
二

・
五
倍
だ
と

い
う
。
医
療
は
、
保
険
制
度
は
あ
る

も
の
の
大
半
は
自
由
診
療
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
の
山
村
的
な

へ
き
地
は
少
な
く
、
ま
た
山
岳
地
帯

に
居
住
し
て
も
、
日
本
の
山
村
の
よ

う
に
医
療
を
対
策
困
難
な
重
要
課
題

と
し
て
い
な
い
。
こ
れ
も
か
つ
て
教

会
や
修
道
院
が
厚
生
や
医
療
の
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
一
因
を
な
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

i
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O

〈変
更
前
〉
毎
月
二
五
日
以
降

〈変
更
後
〉
毎
月

一 

日
以
降

ナ
イ
タ
ー

体

育

館

---¥ 

中制 中

角野 山

優
勝

生
名
チ 

ム
l

カ込

地
区
対
抗
パ
ス
ケ

ン
ト
ボ
|
ル
大

会
は
、

二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
五

日
ま
で
の
十
日
間
、
勝
中
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
男
子
十
三
チ
ー

ム
、
女
子
二
チ 

ム
が
参
加
し
、
決

勝
は
四
チ 

ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

l


l


O
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈優

勝

〉
生
名
チ 

ム

〈準
優
勝
〉
棚
野
チ
ー
ム

l

E
12刀

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す

お
出
か
け

ま
え
の

チ
ェ
ッ
ク
は

念
に
は
念
を

既
婚
の
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
技
術
の
習
得
と

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

今
年
度
の
部
貝
を
募
集
し
ま
す
。

初
心
者
、
経
験
者
を
問
わ
ず
基
礎

か
ら
指
導
し
ま
す
か
ら
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

練
習
日

毎
週
土
幡
日
午
後
八
時

か
ら

勝
中
体
育
館 

t止場
館

館イ言 信 役所
本政政

レ〆

美ゲ手日
子ミ代

二
四
三
五
番

二
二
二
七
番

二
二
二
八
番

就
験
生
を
励
ま
す
会

o

生

名

立
派
な
社
会
人
と
な
り
ま
す


中
学
校
の
就
職
生
を
瀕
励


今
春
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

社
会
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
十

一
人

最
後
に
就
職
生
の
代
表
か
ら
は

「
自

の
就
職
生
を
励
ま
す
会
が
、

二
月
二

分
の
選
ん
だ
道
な
の
で
悔
の
な
い
よ

十
九
日
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
二
階
の

う
精
い

っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。
そ
し

控
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

て
、
立
派
な
社
会
人
と
な
り
ま
す
」

こ
の
目
、
吉
岡
教
育
長
の
あ
い
さ

と
力
強
く
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
の
あ
と
、
就
職
生
に
記
念
の
ア
ル

今
回
、
就
職
す
る
十
一
人
は
、
職

バ
ム
が
手
渡
さ
れ
、
桜
木
町
長
や
呑

業
訓
練
校
や
県
内
の
紡
績
工
場
、
自

口
婦
人
会
長
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら

営
の
か
た
が
ほ
と
ん
ど
で
県
外
に
出

は
ど
ん
な
苦
難
の
道
が
ま
ち
う
け
て

る
人
は
一
人
。
卒
業
と
同
時
に
、
そ

い
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

れ
ぞ
れ
途
っ
た
道
を
歩
む
こ
と
に
な

な
時
に
は
、
ふ
る
さ
と
や
先
生
、
友

る
わ
け
で
す
が
、
広
い
分
野
で
精
い

っ

人
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
頑
張

っ
て

ぱ
い
活
叩
附
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

体
育
館
と
ナ
イ
タ
ー
の
受
付
け
は
、

今
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

※
十
日
が
日
昭
・
祭
日
の
と
き
は

翌
日
と
し
ま
す
。 

利
周
期
間

四
月
か
ら
十

一
月
末

年
中
利
用
出
来
ま
す
。 

※

申

込

み

は
、
毎
月
十
日
か
ら
翌

l
月
の
九
日
ま
で
の
日
の
う
ち
、

一

チ 

ム
に
つ
き
二
固
と
し
ま
す
。

利
用
を
す
る
チ
ー
ム
は
、
教
育

委
員
会
に
人
員

・
氏
名
を
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
公
平
な
利
用
が
な

さ
れ
る
よ
う
代
表
者
に
よ
る
受
付

け
と
し
ま
す
。 
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同
和
問
題
の
本
質

の
学
習

同
和
教
育
の
一
つ

の
諜
題
に
は
、
同
和

問
題
の
歴
史
と
現
実

を
正
し
く
知
る
必
婆

が
あ
り
ま
す
。
一
つ

に
は
、
部
務
は
日
本

の
封
建
社
会
の
形
成

期
に
お
い
て
、
為
政

者
が
国
民
の
分
断
支

配
政
策
と
し
て
つ
く

っ
た
身
分
制
度
の
中

で
身
分

・
職
業

・
住

居
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
菌
に
お
い
て
厳

し
い
差
別
を
さ
れ
て

き
た
こ
と
。
二

つ
目

に
は
、
こ
れ
ら
の
部

落
差
別
は
、
明
治
維
新
や
戦
後
の
民

主
改
革
の
中
で
も
依
然
と
し
て
未
解

決
の
ま
ま
と
り
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
。

三
つ
目
は
、
現
在
な
お
結
婚
や
就
戦

な
ど
日
常
生
活
の
面
で
人
権
を
侵
害

す
る
差
別
事
象
が
発
生
し
、
多
く
の

人
を
不
幸
に
お
と
し
い
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
差
別
の
現
実

を
ふ
ま
え
て
学
ん
で
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
「
一
体
私

は
何
を
ど
、
ヱ
9
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
」
、

「差
別
解
消
の
見
通
し
ゃ
そ
の
展
望

の
尊
さ
を
う
ち
た
て
、
住
み
よ
い
社

計
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら

早
速
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

時
計
を
寄
贈

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
と
十
七
日
の
二
日
間
、

な
お
、
こ
の
交
換
即
売
会
に
各
地

芸
術
展
示
会
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
た

区
か
ら
ご
出
品
く
だ
さ
い
ま
し
た
婦

婦
人
会
主
俄
の
不
用
品
交
換
即
売
会

人
会
貝
の
み
な
さ
ん
に
も
、
併
せ
て

め
収
益
と
し
て
、
教
育
委
員
会
へ
時

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

社
会
同
和
教
育
の
今
後
の
課
題


よ
う
に
、
同
和
問
題
の
知
識
と
し
て

の
理
解
は

一
応
得
ら
れ
て
も
、
依
然

と
し
て
他
人
ご
と
で
あ
り
、
自
分
と

は
直
接
的
に
関
係
は
な
い
と
考
、
え
て

い
る
人
が
多
く
、
な
か
な
か
差
別
解

消
へ
の
笑
践
的
な
取
り
組
み
に
結
び

会
を
つ
く
る
た
め
に
か
か
せ
な
い
こ

つ
か
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

と
な
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て

の

学

習

部
落
差
別
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
の
現
実
を
見
ま
す
と
、
決
し
て

当
事
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
深
く
結

電， ¥可 . ~~..言
 
j

¥J 

H

ど

び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

具
体
的
な
差
別
事
象
を
考
え
て
み

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
人
閉
め
差
別

的
言
動
は
相
手
の
人
格
を
傷
つ
け
、

信行臨姐
置註ヨ

時
に
は
命
を
も
奪
う
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
同
時
に
ま
た
差
別
を
し
た
人

も
自
ら
の
差
別
言
動
に
よ
っ
て
、
自

ら
が
傷
つ
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

‘圃，� 

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
」

、
え
ま
せ
ん
ね
」

が
返

っ
て
く
る

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
で
わ
か
る

H

と
い
う

と
な

っ
た
と
き
は

お
り
に
い
く
と
は

と
い
う
疑
問
が
な
げ
か
け
ら
れ
る
の

で
す
。

ま
た
、
「
知
識
と
し
て
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
自
分
自
身
や
家
族
の
問
題

「
差
別
は
両
刃
の
剣
の
よ
う
な
も
の

H

ほ
ん
ね 

一言 H

た
て
ま
え

だ
」
と
言
わ
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で

す
。
さ
ら
に
ま
た
差
別
事
象
は
単
に

当
事
者
双
方
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
の
家
族
や
周
囲
の
人
々
を
も
不
幸

に
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

無
知
や
偏
見
に
よ

っ
て
人
を
差
別

す
る
社
会
的
風
潮
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
で
す
。
耐
え
難
い
差
別
と

屈
辱
に
苦
し
む
人
た
ち
の
立
場
に
た

っ
て
、
積
極
的
に
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
し
、
部
洛
差
別
の
解
消
に
取
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わ
た
し
の
提
言
ー
ー
に

東山 康 
(中角)

わ
た
し
が
燥
業
を
始
め
た
の
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
三
年
聞
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
経
験
し
た
後
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
は
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
と
み

か
ん
の
二
本
柱
の
緩
合
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

勝
浦
の
主
力
で
あ
る
み
か
ん
は
、

春
の
花
壇
づ
く
り

A
V
A

A
V
AW

げぬ

雪
や
符
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
地

方
で
は
、
花
場
い
じ
り
を
楽
し
む
の

一
に
よ
い
季
節
で
す
。
園
芸
庖
の
庖
頭

一
も
春
植
え
の
一
年
草
や
宿
球
根
草
で

一
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

一

春
の
花
壇
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
は
、

一
で
き
る
だ
け
日
当
た
り
の
よ
い
場
所

一
を
選
ぶ
こ
と
、
急
激
な
生
育
に
も
応

一
じ
ら
れ
る
よ
う
に
植
え
つ
け
場
所
の

一
土
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と
、
肥
料

一
の
補
給
を
怠
ら
な
い
こ
と
な
ど
で
す
。 

今
の
現
状
で
は
や
は
り
複
合
経
営
を

取
り
入
れ
る
の
が
一
番
良
い
方
法
で

は
な
い
か
と
わ
た
し
は
考
え
ま
す
。

今
の
み
か
ん
は
作
っ
た
み
か
ん
で
は

な
く
、
で
き
た
み
か
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
市
場
に
行
く
と
必
ず
耳
に
し
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
農
家
の
み
な
さ

ん
が
真
剣
に
考
え
て
こ
の
言
葉
の
意

味
を
理
解
し
な
け
れ
ば
今
の
勝
浦
町

の
農
業
は
、
将
来
と
も
現
状
か
ら
脱

出
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
町
内
で
ハ
ウ
ス

イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
る
農
家
は
十
六

一
日
の
日
照
時
間
は
多
い
ほ
ど
よ
い

わ
け
で
す
が
、
最
低
三
時
間
は
確
保

し
た
い
も
の
で
す
。

冬

の

聞

に

語

、
明

♂

遣

し
て
お
い
た
花
壇

は

一
平
方
幻
に
つ

き
化
成
肥
料
を
ひ 

・・
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と
つ
か
み
は
ど
ま

円
】
・
・ 

い
て
、
も
う
一
度

ま
す
。
新
た
に
床

づ
く
り
か
ら
始
め
る
場
合
は
、
雑
草

や
小
石
な
ど
を
取
り
除
き
な
が
ら
深

さ
三
十
勺
ほ
ど
よ
く
耕
し
た
あ
と
で

戸
あ
り
、
み
ん
な
み
か
ん
と
の
複
合

経
営
で
あ
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
も
初
め

の
う
ち
は
、
イ
チ
ゴ
で
あ
れ
ば
売
れ

る
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
が
、
今
で

は
良
い
口
聞
で
且
泌
が
な
け
れ
ば
特
産
地

と
し
て
生
残
れ
ま
せ
ん
。
勝
浦
の
イ

チ
ゴ
は
、
県
内
の
ど
の
産
地
に
も
負

け
ま
せ
ん
が
、
た
だ
最
が
不
足
し
て

お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
ハ
ウ
ス
イ
チ

ゴ
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
に
ち
ょ

う
戦
し
て
、
他
に
働
き
に
で
か
け
る

よ
り
も
冬
の
聞
に
イ
チ
ゴ
を
作
り
、

夏
に
は
み
か
ん
の
手
入
れ
を
十
分
し

て
、
以
前
の
よ
う
な
良
い
み
か
ん
を

作
り
、
み
か
ん
産
地
の
名
に
は
じ
な

い
活
気
の
あ
る
町
に
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
勝
浦
町
は
み
か

ん
が
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
豊
か
に
な

り
ま
せ
ん
か
ら
。

皮ずの
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今年4月から提出期限が変わります

現
況
届
は
、
毎

年
二
月
十
五
日
ま

で
に
提
出
す
る
こ

と
と
な

っ
て
い
ま

し
た
が
、
届
け
の

提
出
期
限
で
あ
る

一
月

・
二
月
に
は

窓
口
が
非
常
に
混

雑
し
、
お
年
寄
り

が
長
い
時
間
窓
口

で
待
た
さ
れ
る
と

い
う
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
、

年
金
受
給
者
の
か

た
が
た
の
生
ま
れ

月
に
現
況
届
を
提

出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V V

現
況
届
の
提
出
日
は

年
金
受
給
者
の
生
ま
丸
月
の
末
日

現
況
届
用
紙
の
送
付
は

届
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
現
況

届
用
紙
は
、
受
給
者
の
誕
生
日
の
一

か
月
間
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
本
人

あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

V

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
年
金
は
差
止
め
ら
れ
る

提
出
日
ま
で
に
現
況
届
が
提
出
さ

れ
な
い
と
き
は
、
年
金
を
一
時
差
止

め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
受
給
者
の
か
た

が
た
は
、
自
分
の
生
ま
れ
月
に
腐
を

出
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な

い
場
合
と
か
紛
失
し
た
と
き
は
、
役

場
住
民
福
祉
課
年
金
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ス
類
や
キ
ク
な
ど
の
宿
球
根
は
一
度

植
え
れ
ば
数
年
間
は
同
じ
場
所
で
観

賞
で
き
ま
す
の
で
、
や
や
間
隔
を
あ

け
て
植
、
え
ま
す
。

植
え
つ
け
の
際
は
、
深
く
植
え
過

ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
球

根
は
球
の
二
倍
の
深
さ
に
埋
め
、
芽

だ
け
の
も
の
は
、
芽
の
先
端
が
地
表

す
れ
す
れ
に
な
る
よ
う
に
、
茎
や
繋

が
残
っ
て
い
る
も
の
は
植
え
つ
け
前

と
同
じ
か
、
や
や
浅
く
植
え
た
方
が

結
果
が
よ
い
よ
う
で
す
。
箱
、
え
つ
け

後
の
か
ん
水
は
た
っ
ぷ
り
や
り
ま
す
。

末
日
』

月
が
一
月
か
ら
三
月
の
方
に
つ
い
て
は
、

に
変
わ
q
ま
す

現
況
届
の
提
出
期
限
は
一
」
れ
ま
で
毎
年
、

二
月
十
五
日
て
し
た
が
、
今
年
の
四
月
か

ら
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

「誕
生
月
の

。
た
だ
し
、
誕
生

今
年
に
限
り
今
ま
で
同
僚
二
月
十
五
日
ま

て
て
す 
. 
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倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

水

手品

本
年
は
、

二
十
二
九
ん
の
水
田
を
転

作
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
各
関
係
農
家
の
か

た
が
た
に
ご
協
力
を
得
、
卒
業
を
す 
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4月定例人権・行政� 

l山配ごと合同相談

*日時	 4月4日(金)

午前� 109寺~午後� 3時

*場所 住民福祉センター

み

か

ん

盤
情
恒
・
せ
ん
定

冬
期
に
決
定
的
な
打
数
を
与
え
る

大
寒
波
も
な
く
、
降
雨
も
た
び
た
び

あ
っ
た
の
で
、
旧
築
は
よ
く
保
っ
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
年
こ
そ
、
大
木
閣
で
は
樹

型
の
改
造
を
行
い
、
作
業
の
し
や
す

い
関
心
自
然
型
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ

苗
木
の
新
檀

本
畑
へ
の
定
植

苗
木
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
綴

と
土
を
付
着
さ
せ
、
も
と
の
方
角
と
同

じ
向
き
に
植
え
付
け
ま
す
。
こ
の
時
、

根
は
出
来
る
だ
け
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、

~ 
系
統
更
新

一
挙
更
新
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

槌
付
後
は
必
ず
か
ん
水
し
て
根
元
を

少
し
足
で
踏
み
か
た
め
、
し
っ
か
り

し
た
支
柱
を
立
て
ま
す
。
さ
ら
に
稲

ワ
ラ
や
刈
草
を
十
分
株
元
に
敷
き
、

乾
燥
と
雑
草
の
発
生
を
抑
え
て
く
だ

さ
い
。 

V
育

苗
一
年
生
首
木
は
、
一 

1
二
年
「
と

り
こ
」
に
し
、
一
か
所
で
ま
と
め
て

育
菌
す
る
の
が
得
策
で
す
。
ま
ず
、

土
壌
改
良
剤
や
た
い
肥
を
十
分
施
用

し
た
後
、
図
の
よ
う
な
う
ね
を
作
り

植
え
付
け
し
ま
す
。
植
足
は
、
広
い

ほ
ど
校
葉
の
繁
茂
に
都
合
が
良
い
わ

け
で
す
が
、
四
十
日
ン
1
五
十
勺
の
千

鳥
植
、
え
が
良
い
で
し
ょ
う
。

過
去
の
成
績
を
み
て
も
、
桜
木
三
年

後
に
は
も
と
の
収
量
に
ま
で
復
元
し

て
い
ま
す
。
桜
木
と
い
え
ば
「
な
り
始

め
る
ま
で
に
相
当
の
年
月
が
か
か
る

も
の
」
と
い
う
先
入
感
を
す
て
る
こ

と
で
す
。
永
年
作
物
で
は
あ
り
ま
す

が
感
覚
的
に
は
「
短
年
性
の
作
物
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

ク
ロ
ホ
シ
病

千
円
近
い
も
の
か
ら
た
だ
同
然
の
も

の
ま
で
と
幅
広
く
、
各
産
地
と
も
生

産
量
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

品
質
の
差
に
よ
る
側
格
の
差
は
想
像

以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
月
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の
短
期

間
が
勝
負
で
す
。

ア
，フ
ラ
虫

発
芽
直
後
に
必
ず
発
生
し
ま
す
の


で
、
エ
ス
ト 

ク
ス
乳
剤
千
五
百
倍


液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
業
が
丸


〈
巻
い
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
 

V V
防

除� 

y

中
旬
ご
ろ
ト

ッ
プ
ジ
ン 

千
五
百

M

う
め
の
販
売
価
格
は
、
一
箆
当
り

う

め

す
め
て
い
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
水
田

で
は
お
い
し
い
米
を
と
る
よ
う
栽
培

指
針
を
よ
く
守
り
、
作
業
を
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
内
で
は
、
収
穫
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
親
株
の

植
付
期
と
な
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
多

収
機
が
得
ら
れ
る
若
々
し
い
大
苗
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

苗
床
は
、
腐
軌
…
た
い
肥
を
多
用
し
、

土
作
り
か
ら
出
発
し
ま
す
。

親
株
は
、
山
上
げ
脊
苗
と
し
、
四


月
中
旬
以
降
に

一げ

当
り
苦
土
石
灰


十
五
祭
と
イ
チ
ゴ
配
合
十
銭
を
金
田
川


に
施
し
て
く
だ
さ
い
。
古
楽
や
花
芽


ラ
ン
ナ
ー
は
全
部
除
き
、
鉢
土
を
十


分
つ
け
て
植
、
ぇ
付
け
ま
す
。
か
ん
水


も
た

っ
ぷ
り
行

っ
て
植
、
ぇ
傷
み
を
防


い
で
く
だ
さ
い
。


活
着
後
除
草
剤
ダ
イ
ミ

ッ
ト
を
一

げ
当
り
四
十
づ
を
水
十 

十
五 
μ
に

溶
か
し
、
株
を
さ
け
て
散
布
し
て
く

だ
虫
、
い
。 

l
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合婚典儀気
わ式返に見 葬

期
間
は
、
昭
和
五
十
四
年
分
の
確
定

な
お
、
「
更
正
の
請
求
」
の
で
き
る

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、

還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
い
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
正
の

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」

め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ
と
に

て
申
告
を
し
、
後
に
な
っ
て
、
納

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
、
ぇ

た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、

申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
人
は
、
次
の
よ
う

な
方
法
で
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

せのし花舞
を簡は怖の 交2宣5言Zご

勝守 主総しを お の浦り化な�  H曽返�  
IIIJ ま し、らし
ふ、し なは

簡
素よ し、しる

さ
と

つ なー イヒし、

申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年

三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

0
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

機
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

は
、
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。 
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込昭和55年 4月1日 iJ 4コ� つ� ら	 第118号 0)(1

昭和55年度第 1回狂犬病予防注射日程表

※ 
附

fごきし、。

母子手帳， 印鑑をご持参〈� 
棚野公会堂�  2 :30-3 :00 

勝浦1l.t報官E話局前�  3 :10-3 :30 

4 勝� iln 会 自富� 10 50-11 :20目乳幼児健康診断
月 森内氏宅池町検�  11:30-11 :50 

11 星谷逃果場前 午後 1:00-1 :30 

日日� 時	 4月11日幽 生名東 林庵�  1 :40-2 :20 

生名センター前�  2・30-2 :50 

勝 浦 町 役場�  3 :00-3 :30 

石原センタ ー前 午前 9:30-10:00昭和54年� 4月 1日-7
古山商庖横�  10 :10-10:50

4月31日までに生まれた
田中食堂 機 �  11: 00-11 :20 

12 
生比奈農協同!IJ�  11 :30-11・50 I 

※ 母子手帳をご持参ください。
定人ぃニいの家 午後�  1:00-1 :30日

U
日冊

�
 

勝浦 町 役場�  3 :00-3 :30 

小児マヒ生ワクチン投与

と き	 4月10日 付骨

午後 l時30分� -3時

とニろ 福祉センター

数当者 生後 3か月から 18か月

までに� 2回飲むこと

が必要です。(生後48か

月までに 2回飲んでい

ない子) 

午後�  l時30分� -3時

場所 	 勝浦病院

教当者�  

月子。

I
l
u

Z
' 断

一
診
一

康
一

健
一!

一
�
 

坂 本 賞紫僑

坂本郵便局前
4 

I反本大師前停留所月� 

8 勝盤 整 坂 本 事業所前

日 与川内公会堂前�  

ω 勝星島与川内務業所前� 

勝浦病院前�  

f*パス横瀬営業所前

勝..椴i頼事業所前
4 

中山他現 僑月
中 山 僑� 

日

9 

立川天井荷l僑

幽

中角湯浅医院前�  1 :40-2 :10出
I也福寺入口�  2 :20-2 :50 

盛
明
弘
昌
世


- ・
こ
と
�
 
0

・

ニ
コ
チ
ン

・
タ
�
 ル
量
の
少
な

い
も
の
を
え
ら
ぶ
こ
と
。

-

l

よ
う
に
す
る
こ
と
。
�
 

と。
フ
ィ
ル
タ
ー
つ
き
を
、
え
ら
ぷ
こ

し
め
っ
た
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い

こ》」
。

な
る
べ
く
深
く
吸
い
こ
ま
な
い

• 

一
日
二
十
本
以
上
は
吸
わ
な
い

段


犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
�
 

午前10:00-10: 20 

10 :30-11 :00 

11 :10-11 :40 

午後�  1:00-1・40

1 :50-2 :20 

2 :30-3 :00 

3 10-3 :40 

午前 9:30-10・00 

10:10-10: 50 

11:00-11: 20 

11 :30-11 :50 

午後:20-1 :40

飼
い
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と

す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
に
お
い
て

二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登

録

料

二

、
0
0
0
円

五
十
五
年
度
第
一
回
分
を
次
の
日

注

射

料

一

、

�

 0
0
0
円

程
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
い
ま

* 

* 

* 

* 

3々 � 

* 

* 

* 
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今山神社前 午前 9 :30-10 :00 
¥-" 

今 山セ ン ター前�  10: 10-10 :40 

一一
日 時	 4月25日幽 一飼い犬は必ず

午後 1時30分一�  3時 つないで下さいー
* 

* 

*


タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ

に
注
意
を
/

タ
バ
コ
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
脈
や
気

管
、
口
中
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
て

不
用
犬
買
い
上
げ
日

¥)  	 場所 勝浦病院

該 当者�  昭和54年 12月 1日-55

年� 2月29日までに生ま 4月16B(Jj(述 
*
れた子

成犬 300円� 

※ 母子手帳をご持参ください。 小犬� 100円

盛
明
弘
電
電


血
液
中
に
入
り
、
全
身
へ
回
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
臓
器
に
影
響
を
与
、
え
ま
す
。

心
臓
血
管
系
に
対
し
て
は
、
血
圧

を
上
げ
、
心
臓
を
養
う
冠
状
動
脈
に

悪
影
響
を
与
え
る
の
で
高
血
圧
、
動

脈
硬
化
症
、
心
臓
病
の
あ
る
人
は
禁

煙
を
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
消
化
器
系
に
も
胃
の
運
動

を
弱
め
、
胃
液
の
分
泌
を
減
少
さ
せ

る
な
ど
の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、

食
前
に
吸
う
と
食
欲
が
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

タ
バ
コ
は
腕
ガ
ン
や
気
管
支
炎
の

問
題
を
別
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
と
悪
影
響
が
あ
る
わ
け
で

す
。
ど
う
し
て
も
タ
バ

コ
の
や
め
ら

れ
な
い
人
は
、
少
な
く
と
も
次
の
占
…

を
守
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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